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第
12
回
通
常
総
会

１
．日　

時

　

令
和
６
年
６
月
24
日
㈪

　

午
前
11
時
よ
り

２
．場　

所

　

お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
３
階
大
ホ
ー
ル

３
．開　

会

４
．表　

彰

○
功
労
者
表
彰

　

岡　

山　

市　

岡　

田　

穗　

積　
様

　

真　

庭　

市　

丸　

山　

昭　

博　
様

○
生
涯
乳
量
表
彰

　

勝　

央　

町　

宮　

野　

晃　

好　
様

　

岡　

山　

市　

有　

安　
　
　

力　
様

○
乳
質
改
善
表
彰

　

倉　

敷　

市　

三　

宅　

安　

史　
様

　

真　

庭　

市

　
　
　
（
公
財
）中
国
四
国
酪
農
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
牧
場　
様

　

真　

庭　

市　

筒　

井　

省　

悟　
様

　

真　

庭　

市

　
　
　
（
公
財
）中
国
四
国
酪
農
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
牧
場　
様

　

真　

庭　

市　

丸　

山　

昭　

博　
様

　

岡　

山　

市　

妹　

尾　
　
　

始　
様

　

吉
備
中
央
町　

草　

地　

勝　

弘　
様

　

勝　

央　

町　

福　

田　

博　

文　
様

○
牛
群
検
定
表
彰

　

◎
牛
群
の
部

　

・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

岡
山
市　

妹　

尾　

優　

佳　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

津
山
市　

㈱
坂
手
フ
ァ
ー
ム　
様

　
　
　

真
庭
市　

長　

恒　
　
　

充　
様

　

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

小　

谷　
　
　

徹　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

丸　

山　

昭　

博　
様

　

◎
個
体
の
部

　

・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

岡
山
市　

㈲
安
富
牧
場　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

岡
山
市　

妹　

尾　

優　

佳　
様

　

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

美　

甘　

正　

平　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

美　

甘　

正　

平　
様

○
永
年
勤
続
表
彰

　

30
年
勤
続
表
彰

　
　

藤
澤　

理
恵

５
．出
席
状
況
（
最
終
）

　

正
組
合
員
総
数
（
２
８
８
名
）

　
　

本
人
出
席　
　
　
　

54
名

　
　

委
任
状　
　
　
　
　

６
名

　
　

書
面
議
決　
　

１
９
４
名

　
　

合
計　
　
　
　

２
５
４
名

６
．議
長
団

　

瀬
戸
内
市　

山
本　

一
司　
氏

　

勝
央
町　

河
本　

直
紀　
氏

　

議
長
２
名
よ
り
就
任
の
挨
拶
と
自
己
紹

介
が
あ
り
、
書
記
指
名
の
後
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

７
．議　

事

　

山
本
議
長
よ
り
、
第
１
号
議
案
「
令
和

５
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
注
記
表
及
び
剰
余
金
処
分
案
の

承
認
に
つ
い
て
」、
第
２
号
議
案
「
定
款

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」、
第
６
号
議
案

「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」、投
票
の
後
、

新
役
員
就
任
の
挨
拶
が
あ
り
、
河
本
議
長

に
交
代
し
、
第
３
号
議
案
「
令
和
６
年
度

事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」、
第
４
号

議
案「
３
ヵ
年
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」、

第
５
号
議
案
「
経
費
の
賦
課
に
つ
い
て
、

賦
課
金
の
額
、
賦
課
方
法
、
徴
収
時
期
並

び
に
徴
収
方
法
決
定
に
つ
い
て
」、
第
７

号
議
案
「
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
の
決
定

に
つ
い
て
」、
第
８
号
議
案
「
退
任
役
員

に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ

い
て
」
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
の
う

え
第
１
号
議
案
か
ら
第
８
号
議
案
ま
で
原

案
通
り
可
決
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
の
中
で
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

長恒組合長の挨拶

議長団　河本直紀氏（左）　山本一司氏（右）
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要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
質
問
と

意
見
及
び
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。（
勝

手
な
が
ら
要
約
し
て
お
り
ま
す
。
回
答
は

一
部
補
足
説
明
を
加
え
て
お
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。）

第
１
号
議
案

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

・
組
合
員
名
簿
等
の
閲
覧
に
関
す
る
裁
判

の
弁
護
費
用
は
い
く
ら
か
。
誰
が
負
担

す
る
の
か
。

・
破
産
更
生
債
権
等
に
か
か
る
利
息
収
入

は
総
額
で
い
く
ら
か
。

回
答

・
弁
護
士
費
用
は
約
２
５
０
万
円
で
す
。

「
そ
の
他
の
特
別
損
失
」
に
計
上
し
て

い
ま
す
。

・
乳
代
控
除
不
能
や
肥
育
貸
越
金
、
金
融

資
産
の
貸
し
出
し
等
の
合
計
で
す
。
利

息
の
総
額
は
計
算
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

通
常
の
利
息
は
徴
収
し
て
い
ま
す
。

困
る
。
土
・
日
・
祝
日
も
一
般
成
分
が

わ
か
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り

が
た
い
。

回
答

・
成
分
検
査
と
細
菌
検
査
は
岡
山
県
畜
産

協
会
の
検
査
セ
ン
タ
ー
に
委
託
を
し
て

い
ま
す
。
お
盆
や
正
月
、
５
月
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
連
休

中
で
も
検
査
を
し
て
も
ら
え
ま
す
が
、

土
・
日
や
連
休
に
検
査
セ
ン
タ
ー
を
開

け
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
。
要
望
は

し
て
い
き
ま
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い

と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

笠
岡
市　

竹
信　

茂
治　
氏

・
附
属
明
細
表
に
金
融
事
業
と
あ
る
の
は

信
用
事
業
の
こ
と
な
の
か
。

・
他
の
事
業
は
事
業
ご
と
に
収
支
が
載
っ

て
い
る
が
、
信
用
事
業
は
収
支
が
載
っ

て
な
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
と
き
に

は
、
収
支
が
出
て
い
た
が
、
そ
れ
が
出

て
い
な
い
の
か
。

回
答

・
預
金
の
管
理
と
貸
出
金
の
管
理
を
金
融

事
業
と
い
う
こ
と
で
記
載
し
て
い
ま

倉
敷
市　

三
宅　

安
史　
氏

・
常
勤
役
員
と
若
手
職
員
と
の
懇
親
会
は

私
的
な
も
の
か
。
組
合
が
一
部
経
費
を

負
担
し
て
い
る
が
、
理
事
会
に
報
告
し

て
い
る
の
か
。

回
答

・
組
合
、
組
合
員
の
た
め
を
思
い
、
若
手

職
員
の
雇
用
継
続
の
た
め
で
あ
り
、
一

部
を
組
合
で
負
担
し
ま
し
た
。
理
事
会

に
は
報
告
し
て
い
ま
せ
ん
。

倉
敷
市　

三
宅　

安
史　
氏

・
理
事
会
に
は
報
告
し
て
も
ら
い
た
い
。

津
山
市　

梶
岡　

由
嗣　
氏

・
乳
成
分
の
件
。
土
・
日
・
祝
日
に
一
般

成
分
が
わ
か
ら
な
い
。
3
連
休
や
4
連

休
、
夏
場
は
脂
肪
分
が
ギ
リ
ギ
リ
に
な

る
の
で
脂
肪
分
が
わ
か
ら
な
い
と
結
構

す
。

②
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
信
用
事
業
と
い
う

こ
と
で
収
支
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
お
か
ら
く
で
は
、
業
務
の

中
で
信
用
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
損
益
計
算
書
の
「
事
業
外
収
益
」

に
受
取
雑
利
息
５
５
４
万
７
千
円
、

「
事
業
外
費
用
」
に
支
払
雑
利
息
で

１
３
７
万
２
千
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
信
用
事
業
は
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
こ
こ
に
搾
乳
素
牛
導
入
事
業
の
貸

付
金
や
そ
の
他
貸
出
金
な
ど
の
利
息
等

を
入
れ
て
収
益
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
２
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
３
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
４
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
５
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
６
号
議
案

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

・「
農
協
法
を
守
り
ま
す
」
と
い
う
誓
約

書
を
各
理
事
監
事
の
候
補
者
に
書
い
て

も
ら
っ
た
う
え
で
、
議
案
を
提
案
し
て

も
ら
い
た
い
。
付
帯
決
議
を
付
け
る
も
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第
２
８
６
回
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
常
勤
役

員
、
委
員
会
構
成
、
関
連
会
社
等
へ
の
役
員
派
遣

並
び
に
中
販
連
の
販
売
委
員
に
つ
い
て
協
議
し
、

次
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

〇
常
勤
役
員

　

代
表
理
事
組
合
長　
　

檜　

尾　

康　

知

　

代
表
理
事
専
務　
　

三　

宅　

穣　

次

〇
委
員
会
構
成

　

総
務
委
員
会

　
　

委　

員　

長　
　

平　

野　

耕　

平

　
　

委　
　
　
　

員　
　

永　

禮　

淳　

一

　
　

委　
　
　
　

員　
　

立　

田　

豊　

常

　

業
務
委
員
会

　
　

委　

員　

長　
　

小　

村　

雅　

紀

　
　

委　
　
　
　

員　
　

髙　

田　

照　

義

　
　

委　
　
　
　

員　
　

山　

本　

真　

五

　
　

委　
　
　
　

員　
　

松　

﨑　

範　

之

　

監
事
会

　
　

代
表
監
事　
　

安　

富　

照　

人

　
　

監　
　
　
　

事　
　

岡　

本　

宗　

慈

　
　

監　
　
　
　

事　
　

入　

澤　

信　

仁

〇
関
連
会
社
等
へ
の
役
員
派
遣

　

酪
友
運
送
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

取
締
役　

小　

村　

雅　

紀

　

オ
カ
ラ
ク
ミ
ー
ト
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

取
締
役　

山　

本　

真　

五

　

オ
カ
ラ
ク
ミ
ー
ト
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

取
締
役　

永　

禮　

淳　

一

　

西
日
本
興
農
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

取
締
役　

髙　

田　

照　

義

　

株
式
会
社
き
び
じ
酪
農
運
輸

　
　
　
　
　
　

取
締
役　

岡　

本　

宗　

慈

〇
中
販
連
販
売
委
員

　
　

平　

野　

耕　

平

　
　

小　

村　

雅　

紀

　
　

永　

禮　

淳　

一

新役員　後列左から　永禮淳一、立田豊常、岡本宗慈、山本真五、松﨑範之、入澤信仁
　　　　前列左から　安富照人、平野耕平、三宅穣次、檜尾康知、小村雅紀、髙田照義

の
で
す
。

（
議
長
が
提
案
に
つ
い
て
の
承
認
を
問
う

が
賛
成
者
な
し
）

第
７
号
議
案

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

・「
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実

績
、経
済
情
勢
の
変
化
等
を
考
慮
し
て
」

と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。

回
答

・
11
名
か
ら
９
名
に
減
っ
た
金
額
を
示
し

て
い
ま
す
。
常
勤
の
２
人
に
変
更
は
な

い
が
、
非
常
勤
理
事
が
２
人
減
と
な

り
、
そ
れ
を
按
分
し
て
い
ま
す
。

８
．閉　

会

　

当
組
合
と
訴
訟
継
続
中
の
案
件
で
、
議

案
と
直
接
関
係
の
な
い
質
疑
は
省
略
し
て

い
ま
す
。
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　毎年毎年、猛暑・酷暑が当たり前の夏が今年もやってきました。温暖化現象の影響は酪農業に対し、
暑熱対策への設備投資・電気料金の増加・乳量の減少・廃用牛の増加等、大きなダメージを与えていま
す。もう今までの暑熱対策だけでは太刀打ちできない気候変動となっていますが、まだ、やり残してい
ることはないでしょうか。
１．送風機の清掃
　換気と併せて送風による冷却効果は大きく、乳牛の風速に対
する体感温度は風速１ｍ／秒　６℃、風速２ｍ／秒　8.5℃と
かなり効果的な手段ですが、ベルトのゆるみやホコリがこびり
付き、せっかくの効果が発揮できていないものが多くあります。
　ベルト張りの調整、ホコリの除去だけで効果を復活できま
す。また、送風機上部に帽子のつばのようなプレートを取り付
けることで上方に逃げる風を抑え、風量と直進性を増すことも
可能です。（詳しくは最寄りの事務所へ相談ください）
２．飲水装置の清掃
　乳牛の飲水量は１日に100～120ℓは必要です。この飲水量を
確実に確保し、新鮮な水をいつでも飲めるように飲水装置の点
検・清掃を１日１回以上確実に行うことが重要です。ウォーター
カップ内に残飼が詰まっていたり、汚れていたり、フリー牛舎
の水槽やフロート式装置の中にコケが生えていることがありま
す。
３．牛体の毛刈り
　高温時における体熱放射を効率的に体表面から行うには牛体
全身の毛刈りが有効です。
　・体　温：0.36℃低下の効果
　・呼吸数：3.58回低下の効果
　・乳　量：2.4㎏（6.5％）増加の効果
※いずれも効果は８週間以上持続するという研究結果があり特

に高泌乳牛を中心とした搾乳牛で高い効果が期待できます。
時期は６月～７月が良いでしょう。（貸出用バリカンありま
す。各事務所へご相談ください）

技術のページ

暑い夏がやってきたっ！
コスト安な暑熱対策の実践

事業本部

ほこりが付着し風量が制限されている

食べこぼしが入り新鮮な水が飲めない

牛も気持ちよさそう
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はじめに
　いつも大変お世話になっております。７月になり長雨で気持ちも滅入りがちな日々ですが、皆様いか
がお過ごしでしょうか。今回は輸入粗飼料の中でも消化性に優れた繊維を持つクレイングラスについて
お話ししようと思います。暑熱期の乳脂肪対策に向けても繊維の消化性を意識して飼料給与することは
重要です。暑熱期の乳脂肪低下は酪農経営に大きな影響をもたらす問題ですので少しの間お付き合いい
ただければ幸いです。
クレイングラスの歴史
　クレイングラスは1970年代に米国南部で放牧用草種とし
て導入されました。1994年よりカリフォルニア大学・クー
ン社・全酪連によって日本向け輸出乾牧草として開発さ
れ、1999年には全酪連全支所で供給が開始されました。現
在では多くの生産者の方にご利用いただいております。主
産地はアメリカ西海岸（PSW）インペリアルバレーでア
フリカ原産のイネ科多年草になります。３月頃に播種、５
～９月の間で５～６回刈取が行われます。
クレイングラスの特性
クレイングラスの特性は以下の通りです。
　①茎が細く、葉量が多くて柔らかい。（図１）
　②消化性・嗜好性に優れるため哺育牛・育成牛・乾乳牛・搾乳牛と全ステージ

給与に対応。
　　→NDFは高いですが、ADF・リグニンが相対的に低く、可消化繊維が多い

です。（図２）
　　　●NDF（中性デタージェント繊維）…繊維の総量
　　　　（ヘミセルロース＋セルロース＋リグニン）
　　　　現在は灰分を除いたaNDFomが用いられます。
　　　●ADF（酸性デタージェント繊維）…繊維の中でも消化しにくい部分
　　　　（セルロース＋リグニン）
　　　●リグニン…繊維の中でも消化不可能な部分
　　　　刈り遅れるとリグニン化が進みADFが高くなります。
　③他イネ科に比べて高タンパク質でイオンバランスが良い。（図

３）
　　→CP（粗タンパク質）はDM（乾物）中10％以上あり、

本会分析センターでの平均値は2020年で13.6％、2021年
で13.2％となっています。買付を行うグレーディングは
SOUNDのみでSOUND以外は格落ち品となります。また
番手ごとに成分が変わらず、品質が安定しています。

　　→陽イオンであるK（カリウム）濃度は高いですが、陰イオンであるCl（塩素）濃度も高いため
DCAD調整がしやすく乾乳牛にも給与可能となっています。

　以上の特性から、クレイングラス給与はDMI（乾物摂取量）の増加が見込めるため、DMIが落ち込
む暑熱期において良い草種選択になると思います。特に暑熱期は乳中脂肪酸の中でも粗飼料・ルーメン
発酵由来のデノボ脂肪酸が低下します。消化性に優れたクレイングラスを給与し乳脂肪維持に努めま
しょう。
　馴致には１～２週間程度を見込んでいただき、哺育・育成段階からの給与をオススメいたします。
 

消化性に優れた繊維～クレイングラス～
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　中四国事務所　伊藤　湧也

インペリアルバレー（Google Maps）

図１　クレイングラス

図２　NDFの消化率
（出典：全酪連　酪農セミナー2001）
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クレイングラスの情勢
　インペリアルバレー灌漑局の発表によると、2024年５月15日時点の作付面積は21,353エーカー（前年
同月22,175エーカー）で前年同期比は96％と減少しています。主産地であるカリフォルニア州南部イン
ペリアルバレーでは、１番刈の収穫作業が終盤を迎えており、圃場によっては２番刈の収穫が開始され
ています。これまで収穫された１番刈の品質は良好で柔らかな上級品が大半ですが、一部春先の冷涼な
天候で草が伸び切らず成熟した中級品も発生しています。
おわりに
　今回、クレイングラスについて簡単に書かせていただきました。この記事を読んでいただいた方はぜ
ひ、クレイングラスの利用を検討していただければと思います。７月１日～８月31日までキャンペーン
を行っており、３円／㎏の値引きにて提供させていただきます。スーダングラス各グレードについても
併せてキャンペーンを行っておりますのでご検討をお願いします。
　ご不明な点がございましたら、お近くの全酪連職員へお問い合わせいただければと思います。今後と
もよろしくお願い申し上げます。

図３　イネ科乾草の栄養成分・消化率

●クレイングラス　ミネラル
Ca P Mg K Na S Cl DCAD
0.4 0.17 0.38 2.45 0.08 0.23 1.4 −2.5

●イネ科乾草　栄養成分・消化率（Average）

DM CP ADF NDF リグニン
／NDF TDN 乾物残存率（消化率） NDF残存率（消化率）

２時間８時間24時間48時間２時間８時間24時間48時間
クレイングラス 93.7 11.0 37.0 69.1 7.8 55.0 80.9 73.3 51.9 40.2 96.2 86.8 59.6 45.3

チモシー 93.5 7.3 41.0 64.7 9.6 56.0 74.1 67.5 49.5 39.7 96.9 89.9 67.2 51.6
スーダングラス 94.4 6.9 41.4 66.5 8.7 55.0 78.4 70.9 52.9 44.1 94.9 85.1 62.5 49.1

AUS産オーツヘイ 90.6 7.3 33.7 56.0 8.5 63.0
アルファ（WA産）90.1 21.0 29.3 36.7 20.0 59.9

「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
８
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

８
月
の
採
卵
計
画
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ
り

詳
細
な
情
報
が
必
要
な
場

合
は
、
最
寄
り
の
家
畜
保

健
衛
生
所
、
受
精
卵
移
植

師
の
方
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
牛
群
検
定
成
績

を
基
に
遺
伝
能
力
評
価
を

行
う
た
め
、
検
定
参
加
農

家
の
方
を
譲
渡
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日
や

交
配
予
定
種
雄
牛
は
急
遽

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

次
回
の
９
月
の
採
卵
は

12
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
畜
産
研

究
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

交配情報 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日
♀：ロツクウ　ＡＮＫ　ボラーレ　ＥＴ

８／８

（ボンビ）
1379523800

・北海道導入牛。
・乳脂率＋0.30％、乳蛋白質率＋0.16％と乳成

分改善に強み！
・やや大柄だが、乳器構造は良い！泌乳持続性

に優れる！
♂：ブレインノール　レニガド　トウルーパー

米国TPI：５位
・乳成分の改良に優れる！
・繁殖指数＋1.5、娘牛妊娠率＋1.1など繁殖性

が高い！
・付着強く、高さあり、幅あり、靱帯も強く、

理想的な乳頭配置！

GEBV
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

1918

1657

299

4%

4%

24%

78% -38

92405
12%

22%
48148

0
20
40
60
80

100

年齢 05-10　体高 164.4㎝　体長 179.4㎝

※GEBV：EBV＋ゲノミックの評価値です。
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６
月
15
日
・
16
日
の
２
日
間
、「
搾
乳

模
擬
体
験
」
が
住
宅
展
示
場
の
プ
レ
ス

テ
ー
ジ
城
東
（
岡
山
市
中
区
）
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
住
宅
を
見
に
来
ら
れ
た
ご
家

族
を
対
象
に
牛
乳
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
を
配
布

し
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

狙
い
で
す
。

　

隣
り
で
は「
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」の
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
ア
ル
パ
カ
や
ヒ

ツ
ジ
、
リ
ス
や
ひ
よ
こ
に
な
ん
と
30
㎏
も

あ
る
カ
メ
ま
で
！
実
際
に
エ
サ
や
り
体
験

も
で
き
て
、
そ
ち
ら
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

住
宅
展
示
場
に
は
初
め
て
の
出
展
で
し

た
が
、
準
備
し
て
い
た
グ
ッ
ズ
も
早
い
時

間
に
配
り
終
え
、
子
ど
も
を
連
れ
た
ご
家

族
の
方
と
牛
乳
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
お

話
が
で
き
ま
し
た
。

　

搾
乳
体
験
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
「
牛
乳
は
毎
日
飲

ん
で
い
ま
す
」「
牛
乳

好
き
！
」
と
い
っ
た
声

も
聞
か
れ
、
お
母
さ
ん

か
ら
「
毎
日
こ
う
や
っ

て
牛
さ
ん
か
ら
牛
乳
を

貰
う
ん
だ
よ
」
と
教
わ

る
お
子
さ
ん
も
居
ま
し

た
。

　

６
月
の
牛
乳
月
間
に

初
め
て
の
場
所
に
出
展

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

幸
せ
そ
う
な
た
く
さ
ん

の
ご
家
族
連
れ
に
癒
さ

れ
た
２
日
間
で
し
た
。

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
継
続
し
て
理
解

醸
成
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
生
乳
課
）

会
が
、
山
本
支
部
長
の
挨
拶

で
開
会
さ
れ
、
岡
山
県
酪
農

政
治
連
盟
委
員
長　

三
宅
氏

よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
第
１

号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
ま

で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
岡
山
県

議
会
議
員
の
福
島
氏
よ
り
乾

杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
、

来
賓
の
方
々
を
交
え
懇
親
会

を
開
催
し
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

ご
多
忙
の
中
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
来
賓
、
組
合
員

の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。（

西
大
寺
事
務
所
）

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
城
東
で
の
搾
乳
模
擬
体
験

搾乳模擬体験のようす

総会のようす

　

６
月
17
日
、「
さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合

及
び
酪
農
政
治
連
盟
備
前
支
部
の
定
期
総

会
」
が
、
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
の
「
瀬
戸
の

華
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
当
日
は
組
合
員
、
来
賓
の
方
々
合

わ
せ
て
31
名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合
総
会
は
、
服
部

組
合
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
岡
山
県
議
会

議
員　

神
宝
氏
、
お
か
や
ま
酪
農
協　

組

合
長　

長
恒
氏
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
第
１
号
議
案
か
ら

５
号
議
案
ま
で
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
酪
農
政
治
連
盟
備
前
支
部
総

さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合
・

酪
政
連
備
前
支
部
総
会
を
開
催
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６
月
17
日
、「
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟

備
南
支
部
・
備
南
酪
農
組
合
通
常
総
会
」

が
浅
口
郡
里
庄
町
「
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山 

鴨
方
支
店
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
山
大
介
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

議
長
に
就
任
さ
れ
た
東
山
大
介
氏
の
進
行

に
よ
り
、
令
和
５
年
度
活
動
報
告
並
び
に

収
支
決
算
、
令
和
６
年
度
運
動
方
針
並
び

に
収
支
予
算
（
案
）、
令
和
６
年
度
会
費

徴
収
の
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明

が
あ
り
、
す
べ
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

酪
政
連
備
南
支
部
通
常
総
会
の
終
了

後
、
引
き
続
い
て
、
び
な
ん
酪
農
組
合
通

常
総
会
は
、
三
宅
安
史
組
合
長
の
挨
拶
で

開
会
し
ま
し
た
。
最
初
に
、
令
和
５
年
度

の
良
質
乳
出
荷
者
の
表
彰
が
あ
り
、
表
彰

規
定
に
基
づ
き
最
優
秀
賞
に
三
宅
安
史
さ

ん
、
㈲
希
望
園
、
優
秀
賞
に
山
川
善
彦
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
、
賞
状
と
賞
金

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
備
中
県
民
局　

田
辺
総
括
副

参
事
、
檜
尾
専
務
を
は
じ
め
、
来
賓
の
皆

様
方
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
宅
安
史
組
合
長
の
進
行
に
よ
り
、
第

１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
が
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
終
了
後
、
お
弁
当
を
お
渡
し

し
て
解
散
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
来
賓
、
組
合
員
の
皆
様
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（

備
南
事
務
所
）

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
備
南
支
部
・

備
南
酪
農
組
合
通
常
総
会

総会のようす

良質乳出荷の方々の表彰

　

６
月
19
日
、
農
林
水
産
省
副
大
臣
室
に

て
鈴
木　

憲
和
副
大
臣
に
、
日
本
酪
農
政

治
連
盟
役
員
と
し
て
、
酪
農
現
状
の
報

告
・
意
見
交
換
を
行
い
、
酪
農
窮
状
脱
却

に
向
け
要
請
書
を
渡
し
た
。

　

本
年
度
は
左
記
の
通
り
、
８
月
に
巡
回

を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

全戸巡回日程表
地区 巡回日

西大寺 ８月５日㈪

津山・真南 ８月19日㈪

びほく ８月20日㈫

備　南 ８月21日㈬

蒜　山 ８月26日㈪

勝　英 ８月27日㈫

農
林
水
産
省
副
大
臣
と
の

意
見
交
換

令
和
６
年
度

全
戸
巡
回
日
程
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

今
年
４
月
に
鏡
野
Ｃ
Ｓ
か
ら
購
買
課

に
異
動
に
な
り
ま
し
た
田
中
で
す
。
異

動
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
Ｃ
Ｓ
と
は
全

く
違
う
業
務
内
容
に
揉
ま
れ
、
ま
る
で

転
職
し
た
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
い

な
が
ら
日
々
の
業
務
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

さ
て
、
皆
様
も
何
か
し
ら
の
趣
味
と

い
え
る
も
の
を
さ
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ

う
か
。
私
は
３
年
前
に
兄
に
連
れ
ら
れ

て
行
っ
た
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
ハ
マ
っ
て

い
ま
す
。
最
初
は
立
つ
の
す
ら
難
し

く
、
立
っ
た
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
尻
餅

を
つ
く
の
繰
り
返
し
で
、
ま
っ
た
く
滑

れ
る
気
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
か

ら
兄
の
手
助
け
も
あ
り
、
難
な
く
立
て

る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
木
の

葉
滑
り
と
タ
ー
ン
の
練
習
に
。
木
の
葉

は
立
て
れ
ば
す
ぐ
に
で
き
た
の
で
す
が

タ
ー
ン
が
難
し
く
、
最
初
は
切
り
返
し

の
時
に
毎
回
コ
ケ
て
い
ま
し
た
。

　

何
度
も
繰
り
返
し
て
練
習
を
す
る
と

１
～
２
時
間
後
に
は
拙
く
と
も
タ
ー
ン

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
あ
た
り

か
ら
少
し
ず
つ
「
ス
ノ
ボ
面
白
い
な
」

と
思
い
始
め
ま
し
た
。
で
す
が
楽
し
い

中
に
も
大
変
な
こ
と
が
一
つ
、
普
段
全

く
使
わ
な
い
筋
肉
を
大
い
に
使
う
の

で
、
次
の
日
は
全
身
筋
肉
痛
に
な
り
動

け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
滑
っ
て
い
る
時
の
爽
快
さ
が
忘
れ

ら
れ
ず
、
冬
に
な
る
と
兄
と
一
緒
に
よ

く
ス
ノ
ボ
に
行
っ
て
い
ま
す
。
去
年
は

全
然
雪
が
降
ら
ず
思
う
よ
う
に
滑
り
に

行
け
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
し
っ
か

り
雪
が
降
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ノ
ボ
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
時
期
の

趣
味
が
あ
る
と
今
の
よ
う
な
暖
か
い
時

期
に
暇
が
増
え
る
の
で
、
最
近
は
趣
味

を
増
や
そ
う
と
ギ
タ
ー
で
も
弾
き
始
め

よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
趣

味
が
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
い
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
調
子
で
気
に
な
る
こ

と
、
面
白
そ
う
な
こ
と
へ
ど
ん
ど
ん
挑

戦
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

趣
　
味

購
買
課　

田
中　
　

天

★材　料（４人分）
　牛乳……………………900㎖
　バター…………………30ｇ
　玄米の飯………………600ｇ
　ベーコン………………80ｇ
　玉ねぎ…………………320ｇ
　しめじ…………………80ｇ
　いか（冷凍）……………80ｇ
　えび（冷凍）……………80ｇ
　ピザ用チーズ…………140ｇ
　にんにくチューブ……10ｇ
　顆粒コンソメ…………15ｇ
　塩こしょう……………少々
　パセリ（乾燥）…………少々

玄米とシーフードのミルクリゾット焼き

令和5年度「牛乳・乳製品利用料理コンクール岡山県大会」優秀賞
岡山県立総社高等学校2年　川口梓紗さんのアイデアレシピ

★作り方
①玉ねぎは５～８㎜角に切る。しめじは根元を切り落と
し、手でほぐして洗う。
②ベーコンを１㎝幅に切る。
③フライパンにバターとにんにくチューブを入れて弱火
で炒める。香りが出たら玉ねぎを加えて半透明になる
まで中火で炒める。
④ベーコン・しめじ・いか・えびを加え、しめじがしん
なりするまで炒める。牛乳・顆粒コンソメ・玄米を加
え、さっと混ぜてひと煮立ちさせる。
⑤塩こしょうをふって味を整える。
⑥丸ごとグラタン皿に入れて、ピザ用チーズをまんべん
なく入れてトースターで10分焼く。
⑦焼いたものを大きなプレート皿へ移し替え、崩れない
ように周りをしゃもじで少し固める。
⑧一人40㎖の牛乳をリゾットのまわりに流しこみ、パ
セリを最後にふったら完成。
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事

報

理

会

告

　

５
月
29
日
、
第
２
８
５
回
理
事
会
を
理

事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

次
に
５
月
８
日
・
９
日
に
実
施
し
た
令

和
５
年
度
に
係
る
監
事
監
査
の
結
果
に
つ

い
て
各
監
事
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
６
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
６
年
度
４
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
出
資
配
当
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
出
資
配
当
率
を
決
定
し
、

総
会
に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

○
第
12
回
通
常
総
会
提
出
資
料
に
つ
い
て

　

６
月
24
日
開
催
す
る
第
12
回
総
会
に
お

け
る
提
出
議
案
を
決
定
し
た
。

○
令
和
６
年
度
全
戸
巡
回
に
つ
い
て

　

全
戸
巡
回
の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
、

新
体
制
が
決
定
し
た
後
の
臨
時
理
事
会
で

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
真
庭
市　

長
恒　

泰
治
様
、
岡
山
市　

松
﨑　

隆
様
、
勝
央
町　

宮
野　

忠
志
様
よ
り
役
員
退
職
に
あ
た
り
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
報
告
事
項

　

経
営
動
態
調
査
取
り
ま
と
め
状
況
に
つ

い
て
、
乳
用
牛
検
定
審
査
受
賞
者
表
彰
に

つ
い
て
、
永
年
勤
続
表
彰
に
つ
い
て
、
動

物
医
薬
品
の
適
正
使
用
と
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
等
の
記
録
・
保
管
に
つ
い
て
、
全
酪
連

夏
ギ
フ
ト
の
拡
売
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

６
月
28
日
、
お
か
や
ま
酪
農
協
で
「
畜

魂
祭
」
を
行
い
ま
し
た
。
お
か
や
ま
酪
農

協
と
お
か
ら
く
ミ
ー
ト
㈱
の
役
職
員
ら
約

20
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

同
祭
は
毎
年
、
お
か
や
ま
酪
農
協
本
所

の
敷
地
内
に
あ
る
鎮
魂
碑
の
前
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
雨
の
た
め
２
階
会
議

室
に
鎮
魂
碑
を
投
影
し
て
行
い
ま
し
た
。

同
市
の
中
山
神
社
の
湯
浅
神
職
が
、
組
合

が
昨
年
度
に
食
肉
用
と
し
て
出
荷
し
た
経

産
牛
と
肥
育
牛
２
９
７
０
頭
の
御
霊
を
鎮

め
る
お
祓
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
玉
ぐ
し

を
奉
奠
し
て
牛
の
御
霊
に
感
謝
を
い
た
し

ま
し
た
。

（
流
通
課
）

牛
の
御
礼
霊
を
祀
る
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生乳販売量（令和6年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和6年度）生乳販売量（令和5年度） 購買取扱数量（令和5年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

５

５
４～５

４～５
５

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

６０９,８２２
１,２００,３９１

８,４５７
１６,９４１
３４６,５４３

,

２８９,３７１
５６０,５００
７,７９６
１５,０６７
５７,８８２

１７４,０６５
３４８,４６９

５６９
１,６３０

１４６,９３９

１４６,３８６
２９１,４２４

９２
２４４

１４１,７２２

100.3 
100.4 
100.1 
100.7 
100.3 

96.9 
96.8 
97.6 
96.3 
92.7 

105.7 
106.8 
153.0 
171.4 
102.4 

101.3 
100.4 
104.5 
107.0 
101.5 

5,133
5,490

8,457
8,486

　

６
月
に
つ
い
て
は
、
出
回
り
が
夏
分
娩
中
心
と
な
り
、
暑
熱
事
故
へ
の
警
戒
感
か
ら

道
外
の
導
入
意
欲
が
減
退
し
、
平
均
価
格
は
税
込
42
万
１
千
円
（
前
月
比
７
万
８
千
円

安
・
前
年
比
１
万
８
千
円
安
）
と
弱
含
み
で
推
移
し
た
。

　

７
月
に
つ
い
て
は
、
秋
分
娩
に
移
行
し
て
い
く
時
期
と
な
り
一
定
の
更
新
需
要
は
期

待
で
き
る
も
の
の
、
猛
暑
が
予
測
さ
れ
る
中
で
道
内
外
と
も
に
暑
熱
事
故
へ
の
警
戒
感

も
強
く
、
相
場
は
保
合
い
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
７月

４日　中国地区酪農政治連盟協議会総会

　　　女性部全体交流会

８日　岡山県酪農政治連盟総会

10日　蒜山地区酪農組合総会

16日　びほく酪農組合総会

17日　おかやまホルスタイン改良同志会

総会

18日〜19日　全国酪農青年女性発表大会

23日　おかやま酪農ヘルパー利用組合

総会

24日　管理職会議

31日　理事会

８月

23日　管理職会議

30日　理事会
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